
据付工事終了後もこの据付説明書は移設時などに必要ですので大切に保管してください, 


安全上のご注 





«据付け前に、この「安全上のこ'注意」をよくお読みの上正しく据え付けてください。 

® ここに示した注意事項は、次の2種類に分類してし、ます。し、ずれも安全に関する重要な内容を記載してし)ますので、必ず守ってください。 


■ '魅也: 

g«S5 ^3 : 


誤った据付けにより、死亡や重爆などの重大な結果に 
結び付く可能性が大きいもの。 


® 本文中に使われる「絵表示」の怠味は次の通りです。 


::辱攀 

. •: 


誤。: rag 付けにより、傷霧を負う哥疆匯ま mmmm 
損害の司能性があるもの。拔況によコては重大な'結果 
に結び付く珂能性があるもの c 




指示を守る。 


0 


禁止 




A 


/• j — 
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«据付けは、この据付説明書に従って確実に行5。 


® 吸込口や吹出口に指や棒などを入れない 〇 


® 電源コードは、途中で接続したり、 
延長コードの使用タコ足配線はしない。 
感電、発熱、火災の原因になります。 


Q 


® 10 0 V 電源以外では使用しない0 


△注 意 


錄据付けは、重量に充分耐える所に確実に行う。 

強度不足や取付けが不完全な場合..ユニットの落下によるケガの原因に 
なります。 


•設置場所によっては、漏電しゃ断器を取り付ける。_ 


* 吸込口、吹出口、屋外排気口はふさがない。 

故障の原因になります。 


r 



(この商品は湿気を気体のまま屋外に排出しますので排水_は不要です） 

® 壁面の貫通穴のある場所を選んでください。（未使用のエアコン用配管穴をご使用ください。壁面の貫通穴のない場所に 
設置される場合は、壁貫通工事または窓用パネルが必要です。お買し)上げの販売店にご相談ください。） 

锻排湿ホース （2,5 m ) が屋外に取り出せる範囲でご使用ください。 排湿ホースの長さは、短いほど除湿性能が高くなります。 

(下記の場所には据え付けないでくださし0 

® 室内専用です。床下や天井裏、直射日光のあたる場所、風雨のあたる場所で使用しないでください。…… 

過熱や感電、漏電、火災の原因になります。 v - y 

嫌水のかかりやすい場所や浴室などでは使用しないでください。 . 

感電..漏電、火災の原因になります„ ^ 

® 可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へは設置しないでください。 ... 

万ーガスが漏れて、ルームドライヤーの周囲にたまると発火の原因になります。 r 

•家具のすき間など狭い場所で使用しないでください。 . (\J 

風通しが悪くなり、発熱、発火の原因になることがあります。 ^ 

® ドライエア映出口付近に障害物がある場所には据え付けないでください。障害犓のある場合は、 15cm 以上離してください。 

® 木ネジが打てない場所（コンクリートやタイル面など)には、専用の工具を用いなければ壁掛設置できません。不明な場合は 
お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


ノ 





取付ネジ 

排湿市ース(長 C 
2. brn >045 mm ) 

個 

防虫ネット付エルボ 

パテ 

アンカー； 

リモコン 

結束パンド 

乾電池単3 

据付型紙 

表紙銘板 

3個 

1個 

0 

1 § 

3個| 

個 

ノ^1個 

/ハ 

本 

く^0\ 

^1枚 

L #7 

1枚 


高気密住宅の場合 


■ '•I 11 mmp wmmmmm | | 

■.■ rt I i 

JL . 


逆流防止ダンパーセツト 
(ウォールカバー付） 

(別売品: KDE 949 A 4) を 
準備してください。 

換気扇併用時に外気が逆流し、 
故障の原因になります。 





(準備しておくと便利な道具） 

® えんぴつ 嫌カッター 

® セ□テープ 
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本体 


この商品はお部屋の状況に合わせて据付タイブを「壁掛けタイプ」と「棚置きタイプ」からお選びいただけます。 

※下記の据付図は「壁掛けタイプ横据付」です D 据付手順はどのタイプを選んでいただいても共通です。 

作業の詳細は、裏面の i 固固题11 をご覧ください。 

パ"引っかける''、、 z 取付ネジ 


@壁面への取付け I 

..^^1 .——.j 


丨€ 1 排湿ホースの接続] 

广 As. 汪思 ....... . x 

ドライエア吹出口の近くに 
P 章害物がある場合は本体を 
障害物から 15 cm 以上離し 
てぐださい。 



:二：；€ 1 据付場新の決定丨 


据付板 


n ，■反\ 

II ! 


-据付型紙 


〈室内壁固〉 


/ g Toov パ〆 . 

-ノ、吹出ロ ノ嗅 •' 約 1 cm 残して切断 

'—■» 苯职 T 二 5 ヲ断'! ’'l 11 ®/ 

-」鹽_- ㈣ - — 排湿ホ-ス"，禱讎壁面〉. 
.丽函ニヲ ¥麵— o>L -ニニニ こ^^， 


©排湿ホースを壁面の 1 
貫通穴に通し切断 f 


ネジ位置の決定丨 


/^*\ 

〆 £^JLA ’ 

ホースは下り勾配にしてください。 
ホースにトラップができないよう 
にしてください。（排湿ホース内に 
結露水がたまることがあります。） 


ダ 〆 7 、。テノ 

結束バンド 


©壁面の貫通穴のパテ埋めン/ 結束八ンド/ 

I © 防虫ネット付ェルボの取 k[q 


防虫ネット付 
ェルポ 



R|jri /本体 
▲I |腿 排湿ホ — ス 

111111 

トラップが出来ないように 


据付推奨例 


④壁掛けタイプ:横据付の場合◎壁掛けタイプ:縦据付の場合 ㊇ 棚置きタイプ:縦据付の場合 ㊁ 棚震きタイプ:横据付の場合 


l，^J\J\ 吹出口が 

j : ^ P = A~ —— U 下 If くる 

(^)ドライエア眹出口 6」！し 



吹出口が 
右横にくる 



ドライエア吹出口 


吹 S □が 
右横にくる 
よ 5 に 


吹 tb 口が 
上にくる 
ように 


棚置きタイプ (® 、㊁)にされる場合には市販の転倒防止金具をご利用の上、 ( : 

製ん： 1 ，が転倒しないよう|ノ心」'してお使いください。 fg^ri. 

据付方法に、搦置きタイプの横据付を選ばれる場合、本谇に印刷されている文字 Jbj ?! 吹出口を j 

(運転/タイマー運転 • 適湿サイン)の上に fj 属部品の表示銘板を貼り fl けて I V—A ふさがない i) 

いただくと文字が見やすくなります。 M - J ^ 

( 最適な据付場所を選ぶワンポイントアドノてィス) し- 

® 窓の結露を防止したい±湯合、窓にそって本体ドライエア吹出口からの風があたる場所をお選びください。 

® 別荘などのカビを防止したい場合、日あたり、風通しが悪くジメジメが気になるお部屋をお選びください。 


縦据付の場合は 
受光部を下に 
しなし） 



(裏面につづく） 



























































据付手順 


泛各作業は次のタイプの据付時に必要です。 

@ 据付場所 • 据付方法の決定 



''エアコン用 
配管穴 


1. お部屋の状況に合わせて裏面の msii の 
中から据付タイプを選びます。 

2. 据付場所を選びます。 

据付けには壁面の貫通穴が必要になります。 
未使用の エアコン 用配管穴を選んでください。 


< ワンポイントアドパイス y 

据付場，所の近くに吸気□が 
ある場合は、運転中の屋外 
からの湿気の流入を防ぐた 
めに閉めてください。 



! @ネジ位置の決定 I ※棚置時は不要です。 


据付型紙 


製品コーナー部の印 


1 . 据付型紙を壁にあてて本体とネジの場所を決定 
します。（製品背面の据付板は外さないでください。） 

2. 壁面にネジ位置と製品の コーナー 部の印を付けて 
据付型紙をはずします。（各据付タイプのネジ位置は 
据付型紙で確認してください。） 

3. アンカーと取付ネジを印をつけた場所に打ちます。 

(アンカーは ボード壁用で す。 板壁 への設置時には 
不要です。） -^- 

»据付型紙はセ□テープ 
で仮止めすると作業し 
やすくなります。 


しワンポイントアドバイス } 

® ボード壁への取付け時 

付属部品のアンカーを壁に打ち 
込んだ後、取付ネジをアンカー 
の中に打ち込んでください。 


取付彔ジ_'"'この部分が据付壁と 
I 蹄するまで 

打ち込んでください。 

#板壁への取付け時 

L 取 付ネジ 

この部分が据付壁と 
篸密着するまで 

打ち込んでください。 


i ❸本体ケーシングの切断]※壁面の貫通穴の真上に本体を設靈する場合は不要です。 


1 . 製品本体側面にある排湿ホース取出口 (左記 a 部)が 
必要な場合は、いずれか1力所をはさみで 
切り取ってください。 

排湿ホース取出口は、4力所ありますので 
壁面の M 通穴に Hi も近し)場所を選んでください。 




•(ワンポイントアドバイス\ 

ケーシングの切断のしかた 


この部分をはさみで 
切ります。 


手で折 D 曲げて 
ベ外します。 



〇排湿 ホースの 接続 



1 . ジョイントダクトの蛇腹部をのばしてください。 

2. 排湿ホースをジョイントダクトに差し込み、 

反時計回り にねじ込んでいきます。 

3. 排湿ホースは深く差し込んでください。 

排湿ホース取付け後、抜けないか確認してください。 
(排湿ホースをはずすときも 反時計回り に 
ねじってください。） 

4. 電源コードを取り出します。 


イワンポイントアドバイス> 

電源コードは必要な分だけ 
本体の外に tH し、余った 
分を、本体の背面に奴納し 
ておくときれいに設置でき 
ます。 



© 壁面への取付け 


スライドして 
•ひっかける 


I 



1. [Q ネジ位置の決定 1 で取り付けた取付ネジに本体を 
引つかけて壁面に取り付けます。 

2. 排湿ホースを壁面の貫通穴に通してください。 

厂 也注意-、 

取付ネジに本体が完全にひつかかつているか 
確認してください。 


■(ワンポイントアドパイス)' 

• I ❷ネジ位靈の決定!で 
印をつけた製品コーナー 
部の目印より5 cm 程上 
から壁にそって本体を 
スライドさせると引っか 
かりやすくなります。 

® 室内側の排湿ホースを 
壁に固定する場合は市販 
のホース止めバンドを 
ご利用ぐださい。 

























































※各作業は次のタイプの据付時に必要です。 

据付タイプ(裏面参照） [❽排湿ホースの切断 i 

® ◎㊇㊁ 一 


L 室内側」 


約1 cm 


〇〇〇 




L 屋外側」 



L 屋外側」 


:約1 cm 


厂排湿 ホース 
_内側 j 


(真横から見た図） 


[© パテ埋め| 


[室内側 

パテ\ 
(厚さ 1.5 cm 、 


雩 ： 

[1 翻 j 

パテは貫通穴の 
中まで埋める必要 
?1 は あ りません。 

湿 ホー ス 


1. パテを半分取り出し横に長くのばし 
:棒状にします。（パテは手でもんで 
し)るとやわらかくなります。） 

2. パテで室内側のホース回りをつつみ 
壁面の貫通穴と排湿ホースの間を 
すき間なく埋めます。 

3. 残りの半分のノ（テで屋外側からも 
排湿ホースと壁面の貫通穴の間を 
すき間なく埋めます。 


1 . パテ埋めの前に屋外の 
余分な排湿 ホースを 
はさみで切断してください。 
壁面の貫通穴から約1 cm の 
所で切断してください。 


切断後の排湿 ホースは 
不燃ゴミとして廃却し 
て < ださい。 


(ワンポイントアドパイス> 

® 貫通穴の真上に製品を 
取り付ける場合は、屋外 
側の）（テ埋めのみ行って 
ください。 


© 防虫ネット付ェルポの取付け 


防虫ネット付 
ェルポ 


[ pW ] 


※排湿ホースの》 
上にかぶせる产/ 




結束パンド 


排湿 ホース 


この部分を結束パンドで 
固定してください。 


屋外側に出た排湿ホースの先端に 
防虫ネット付エルボをかぶせて 
ください。 

(防虫ネット付エルボは下に向けて 
ご使用ください。） 

防虫ネット付エルボを結束パンドで 
固定してください。 

余った結束バンドをはさみで切って 
ください。 


ZIa 思- - 

排湿ホースの先端からは水は出ませんので 
排水®理は不要です a 


L 屋外側 I 


本体 r ] 


排湿ホース 

>パテが足りない場合は 
ホームセンターなどで 
空調用パテを購入して 
ください。 


ワンポイントアドバイス> 

»エルボがあたって邪魔 
な場所に取り付ける場合 
には、エルボを外して防 
虫ネットだけでもご使用 
いただけます。 

外せます 


® 高気密住宅の場合は、 
換気扇併用時に外気が 
逆流し、故障の原因に 
なるため、逆流防止ダ 
ンパーセット 
(ウォールカバー 付） 

(別売品: KDE 949 A 4) を 
使用してぐださい。 


以上で据付作業は終わりです。 

® 縦据付で使用の場合は、前面パネルの文字の方向を設置方向に合わせてください。時計回りに回して合わせてください。 
® ]ンセントを差し込んで、リモコンで試運転を行ってください。試運転はパワフル運転をご利用ください。 


確認してください 


据付作業終了後、下記項目の確認を行ってください。 


チェック項目 


潑排湿ホースは下り勾配になっていますか。 

排湿ホース内に発生した結露水が製品本体に逆流するおそれが 
あります。必ず勾配をお取りください。 

® 製品本体がガタついていませんか。 

本体が落下する危険があります。しっかりと固定し直してください。 

® ドライエア吹出口付近に障害物はありませんか。 

除湿効率が低下し、湿害を防止できないことがあります。 

® ノ テ埋めはす吉間なくできていますか。 

雨天時などに屋外から湿気が流入することがあります。 

® 排湿ホースが雨ざらしの場所に出ていませんか。 

配管穴から雨水が浸入するおそれがあります。 

市販の雨よけカバーの取付けとコーキング処理をおすすめします。 


と丄王 1 y y u/ck ゴ。 | 

3P0 87036 -IE 
























































